
(専)京都中央看護保健大学校 GPA 評価制度 
 

本大学校では、2020 年度入学生から GPA(grade point average)評価制度を導入します。
GPA とは成績評価指標の一つであり、修得単位数の水準を知る上で参考になるものです。 
  履修科目の成績評価の平均である GPAにより、年度の評価として当該学年の順位を決め
ます。成績下位の者には必要時指導とします。 
1．GPA の対象となる授業科目 
 適用除外科目を除くすべての授業科目が GPAの対象となります。 
また、以下の科目は適用除外科目であり、GP(grade point)が不可されません。 
 1)合格か不合格かだけを判定する授業科目 
 2)本大学校入学前に取得した単位認定科目 
 3)単位互換等で修得した科目 
 4)転入学した際の単位認定科目 
2．成績評価の評定記号と不可する GP 
  成績評価は、100 点満点とし、それを優・良・可・不可にて評価します。それぞれの基準
は次のとおりです。 
評点(点数) 100～80 点 79～70 点 69～60 点 59 点以下 
成績表示 優 良 可 不可 

GP 3 2 1 0 
合 否 合格 合格 合格 不合格 

  GPA・・・GP の平均を求めたものが GPAです。 
3．GPA の定義 
 GPA は、GPA 対象授業科目のうち、履修登録した科目(再履修科目を含む)について、そ
れぞれの単位数にグレードポイント(3、2、1、0)をかけ、その合計ポイント GPSをそれぞ
れの単位数の総和で割ったものとなっています。 
  GPA＝(科目「優」の単位数×GP 3)＋(科目「良」の単位数×GP 2)＋(科目「可」の単位

数×GP 1)÷成績評価を受けた総授業科目の合計単位数 
[例] 

科目名 単位数(a) 評価 GP(b) a×b 
○○学 1 優 3 3 
○○実習Ⅰ 1 良 2 2 
○○実習Ⅱ 2 不可 0 0 
○○研究 2 可 1 2 
合計 6(c)   7(d) 

GPA の計算例・・・GPA＝d÷c ＝7÷6 ＝1.17(小数点第 3位を四捨五入) 
以上 


